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本
年
度
か
ら
鶴
丸
高
校
便
り
「鶴
信
」

を
創
刊
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
行
事

予
定
や
、
学
校
の
主
な
出
来
事
な
ど

を
保
護
者
の
皆
様
や
中
学
校
等
に
も

5 月の行事予定

創
立
記
念
式

1 日

2 月

3 火 憲法記念日

4 水 国民の休日   学研模試(3年)

5 水
こどもの日
   学研模試(3年)

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月 全校朝会集団読書(３年)
教

24 火 育

25 水 金曜日の授業② 実

26 木 習

27 金 中掃除

28 土

29 日

30 月 全校朝会集団読書(２年)
教

31 火 育

学年朝会　
クレペリン検査

実力考査(１日目)
ＰＴＡ総会

実力考査（２日目）

交通安全教室（7限)

・下校指導

5　　月

金曜日の授業①
実力考査時間割発表
ＰＴＡ評議員会

学校安全の日
尿検査２次

避難訓練(７限目)
中掃除
尿検査２次

全校朝会

15
第
　 

回
入
学
式
挙
行

本校生の受験する主な大学のみ

平
成
　 

年
度
大
学
入
試
結
果

17

「
鶴
信
」
の
由
来

創
刊
に
あ
た
っ
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
祝
辞

創
立
記
念
講
演

記
念
式
典
式
辞

一高女の先輩方

59

髙田肥文 校長
第 1 9  代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
っ
て
い
た
だ
き
、
鶴
丸
への
一
層
の
御

理
解
と
御
協
力
を
頂
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
で
す
。
ど
う
か
末
永
く
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
の
ラ
イ
バ
ル

で
あ
る
。
現
在
の
学
力
低
下
は
日
本

と
い
う
国
を
危
う
く
す
る
。
職
を
見

据
え
て
毎
日
の
学
習
に
励
ん
で
欲
し
い
。
」

「少
し
話
は
変
わ
る
が
、
卵
を
立
て
て

み
な
さ
い
。
立
っ
た
ら
何
か
を
感
じ
る

は
ず
。
」「最
後
に
、
三
年
生
は
鶴
丸
の

先
生
方
を
信
じ
て
し
っ
か
り
つ
い
て
行
っ

て
欲
し
い
。
二
年
生
は
中
だ
る
み
す
る

こ
と
な
く
、
行
き
た
い
大
学
を
強
く
イ

メ
ー
ジ
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
。
」

新
し
い
校
長
の
静
か
な
中
に
も
熱
い

思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
話

で
あ
っ
た
。

四
月
六
日(

水)
、
十
六
名
の
先
生
方

を
迎
え
て
、
新
任
式
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
髙
田
校
長
が
二
、
三
年
生

を
前
に
、
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。

「ま
ず
第
一
に
『将
来
の
職
』を
意
識

し
て
欲
し
い
。
十
年
後
競
う
の
は
国
内

入
学
式
の
今
日
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
は

是
非
目
標
を
達
成
し
た
自
分
を
褒
め
て

欲
し
い
。
受
験
勉
強
の
前
半
戦
が
終
わ
り
、

今
、
「勉
強
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
鶴
丸
」で

後
半
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
余
裕
の

あ
る
人
無
い
人
、
こ
れ
か
ら
の
過
ご
し
方

で
、
挽
回
や
逆
転
も
大
い
に
あ
り
得
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
で
も
着
実
な
の
が
結
局
レ
ー
ス

に
勝
つ
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
自
己
と

の
闘
い
に
負
け
な
い
強
い
意
志
、
そ
の
意

志
を
持
続
す
る
た
め
の
エネ
ル
ギ
ー
が
必

要
で
す
。
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
、
目

標
を
達
成
し
た
と
き
、
自
ら
を
大
い
に

褒
め
て
下
さ
い
。
き
っ
と
強
い
意
志
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
湧
い
て
く
る
は
ず
で
す
。
ど

う
か
体
も
心
も
鍛
え
て
、
良
き
友
を
得
、

励
ま
し
合
っ
て
有
意
義
な
三
年
間
を
過

ご
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ず
第
一
に
、
大
き
な
夢
を
持
ち
、
人
生

に
つ
い
て
深
い
洞
察
を
加
え
、
高
校
生
活
を

充
実
さ
せ
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
イ
チ
ロ
ー

の
生
き
方
考
え
方
は
良
い
参
考
に
な
る
と
思

う
。
二
つ
目
に
、
他
人
に
「敬
愛
」の
精
神
を

持
って
接
し
て
欲
し
い
。
校
歌
の
歌
詞
や
、
「フ

ォ
ー
ア
ザ
ー
ズ
」も
そ
の
具
体
的
表
現
で
あ

る
。
そ
れ
を
実
践
す
る
に
は
自
律
の
精
神
が

必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
鶴
丸
の
伝
統
「自

律
敬
愛
」で
あ
る
。
三
つ
目
は
「質
実
剛
健
」。

外
面
を
飾
る
こ
と
な
く
、
強
靱
な
体
力
、
精

神
力
を
作
り
上
げ
て
欲
し
い
。
最
後
に
哲
学

者
森
信
三
の
次
の
言
葉
を
贈
り
た
い
。
「人

は
み
な
天
か
ら
の
封
書
を
も
ら
っ
て
い
る
。
」

君
達
の
高
校
生
活
が
そ
の
中
身
が
何
で
あ
る

か
を
探
求
す
る
三
年
間
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

四
月
七
日(

木)

、

第
五
十
九
回
入

学
式
が
、
静
粛

な
中
に
も
喜
び

に
満
ち
あ
ふ
れ

た
新
入
生
、
保

護
者
を
前
に
挙

行
さ
れ
た
。
そ
の

中
の
校
長
式
辞
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
祝
辞

は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。

校
長
式
辞

※ 

東
京
大
学
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
の
難
関
大

学
に
多
数
合
格
し
、
大
い
に
意
気
が
上
が
っ
た
。
ま
た

医
学
部
も
、
京
都
大
学
一
、
慶
応
大
学
二
、
九
州
大

学
二
を
は
じ
め
と
し
て
四
十
七
名
が
合
格
し
た
。
本
校

の
生
徒
は
志
を
高
く
持
ち
、
人
格
の
陶
冶
を
強
く
志

し
、
常
に
上
を
目
指
す
プ
ラ
イ
ド
を
保
ち
続
け
て
、
合

格
を
勝
ち
取
っ
た
と
思
う
。
後
輩
諸
君
も
、
東
大
を
は

じ
め
と
す
る
難
関
大
学
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
欲
し
い
。

大学名 合格者数 大学名 合格者数

東京大学 ２１ 京都大学 ７

一橋大学 １１ 大阪大学 １３

東京工業大学 ７ 広島大学 １８

お茶の水女子大学 ３ 九州大学 ４７

東京外国語大学 ８ 熊本大学 ２０

筑波大学 ７ 鹿児島大学 ８０

               ［ 国公立大学合計  ３３６ ］

慶應義塾大学 ３２ 中央大学 ３５

早稲田大学 ３１ 立命館大学 ５０

  ［ 私立大学合計   ３７７ ］

本
年
度
創
立
百
十
一
年
を
迎

え
、
伝
統
校
に
ふ
さ
わ
し
い
厳

粛
な
創
立
記
念
式
典
が
挙
行
さ

れ
た
。
以
下
は
記
念
式
典
式
辞

と
記
念
講
演
の
概
要
で
あ
る
。

「鶴
信
」は
鶴
丸
通
信
、
鶴
丸
便
り
と
い
っ
た
意
味
合

い
で
命
名
い
た
し
ま
し
た
が
、
「仙
人
の
便
り
」と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。
高
い
理
想
を
掲
げ
る
鶴
丸
が
、
保

護
者
の
皆
様
に
出
す
お
知
ら
せ
と
し
て
、
ま
こ
と
に
適

当
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
「核
心
」を
突
い
た
お

知
ら
せ
を
、
「確
信
」を
持
っ
て
し
た
い
、
と
の
願
い
も
込

め
て
お
り
ま
す
。


